
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
管状骨内へ挿入可能でかつ縦孔（４）を備えた軸部部材（２）と、該軸部部材（２）に近
位側で接続される頭部部材（３）とを備え、前記頭部部材（３）が該頭部部材（３）内に
て長手方向に移動可能に支承された関節接続部材（ 3.1,3.2）を有しており、前記軸部部
材（２）の軸線（ 11）と前記関節接続部材（ 3.1,3.2）の軸線とが鈍角、すなわちインバ
ージョン角度（ inverion winkel）を成しており、前記頭部部材（３）を前記軸部部材（
２）に差込み結合するために前記頭部部材（３）がスリーブ領域を有し、該スリーブ領域
が前記軸部部材（２）の軸線（ 11）に対し前記インバージョン角度で傾けられた貫通孔を
有し、該貫通孔の横断面が該貫通孔に挿入可能な前記関節接続部材（ 3.1,3.2）の円筒形
区域（ 20）の横断面に適合させられている形式の人工関節において、前記頭部部材（３）
が前記軸部部材（２）に向かって軸方向に延びる孔（５）を有し、該孔（５）が前記頭部
部材（３）に支承された前記関節接続部材（ 3.1,3.2）を横切っておりかつ該孔（５）に
挿入された結合部材で前記軸部部材（２）と前記頭部部材（３）とが結合されると同時に
前記関節接続部材（ 3.1,3.2）が位置固定されていることを特徴とする、人工関節。
【請求項２】
前記軸部部材（２）と前記頭部部材（３）とを結合する前記結合部材がねじボルトとして
構成され、前記頭部部材（３）と前記軸部部材（２）との間の前記差込み結合を解離する
ために、前記頭部部材（３）に設けられた、前記軸部部材（２）に向かって軸方向に延び
る、ねじ山を備えた前記孔（５）の直径（ D1）が、前記軸部部材（２）に設けられたねじ
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山を備えた前記孔（４）の直径よりも大きい、請求項１記載の人工関節。
【請求項３】
前記頭部部材（３）における軸方向に延びる前記孔（５）の直径（ D1）と前記軸部部材（
２）における前記孔（４）の直径（ D2）との比の値が 1.5から 2.5である、請求項２記載の
人工関節。
【請求項４】
前記頭部部材（３）の前記孔（５）のねじ山もしくは前記軸部部材（２）の前記孔（４）
のねじ山が前記各孔（５）もしくは（４）の全長に亘って設けられている、請求項１から
３までのいずれか１項記載の人工関節。
【請求項５】
前記軸部部材（２）の前記孔（４）が近位側の端部（６）の領域だけにねじ山を備えてい
る、請求項１から３までのいずれか１項記載の人工関節。
【請求項６】
前記軸部部材（２）の前記孔（４）の近位側端部（６）に面取り部が設けられている、請
求項１から５までのいずれか１項記載の人工関節。
【請求項７】
前記関節接続部材（ 3.1,3.2）が前記円筒形区域（ 20）で前記頭部部材（３）の前記スリ
ーブ領域に固定可能である、請求項１から６までのいずれか１項記載の人工関節。
【請求項８】
前記頭部部材（３）に挿込まれた前記関節接続部材（ 3.1,3.2）の前記円筒形区域（ 20）
が、前記関節接続部材（ 3.1,3.2）を固定するために拡開手段によって拡開可能である、
請求項７記載の人工関節。
【請求項９】
前記円筒形区域（ 20）が少なくとも部分的に、拡開可能で、長手方向にスリット（ 13）を
備えたスリーブとして構成されている、請求項８記載の人工関節。
【請求項１０】
前記関節接続部材（ 3.1,3.2）のスリットの切られた前記スリーブを拡開するために端部
に向かって先細になった領域を有するねじボルトが設けられている、請求項９記載の人工
関節。
【請求項１１】
前記関節接続部材が骨用ねじ（ 3.1）として構成されているか又は人工関節球（ 3.2）を備
えている、請求項１から 10までのいずれか１項記載の人工関節。
【請求項１２】
前記頭部部材（３）の異なる長さ及び（又は）異なる直径が選択可能でかつ前記軸部部材
（２）の異なる長さ、異なる直径及び（又は）異なる湾曲が選択可能である、請求項１か
ら 11までのいずれか１項記載の人工関節を製作するための組立てキット。
【請求項１３】
前記頭部部材（３）に対しては、 12～ 17mmの直径が設定され、前記軸部部材（２）に対し
ては 200～ 320mmの長さと 10～ 14mmの直径とが設定されている、請求項 12記載の組立てキッ
ト。
【発明の詳細な説明】
本発明は、請求項１の上位概念に記載した形式のモジュール式人工関節に関するものであ
る。
この形式の人工関節の軸部は、種々の形状および寸法で製造されて、各患者に最適供給さ
れるようにされる。
世界知的所有権機構特許出願第 85/05027号明細書により、人工関節システム、特に、セメ
ントを用いずにインプラントするための人工股関節が公知である。この人工股関節は、患
者の大腿内へ取付け可能な軸部部材と、この軸部部材と結合される関節接続部材とを有し
ている。軸部部材の近位区域には、ねじスリーブが備えられ、このねじスリーブ内へ関節
接続部材がねじ込まれ、しかも軸部部材の縦軸線と関節接続部材の縦軸線とが互いに傾斜
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している。これに応じて関節接続部材は、ねじピンを有しており、このネジピンの近位端
部が、関節球を受容するための円錐形軸部部材と結合されている。ねじ込み過程は、関節
接続部材の円錐形軸部部材が、インプラントのために準備された大腿骨近位区域に固く密
接されると、完了する。
前述の解決策は、しかし、関節球を含めて関節全体を補装する場合にしか使用できないこ
とが、欠点である。
従来技術のこれらの欠点を前提として、本発明の根底となる課題は、冒頭に述べた種類の
モジュール式人工股関節の場合に、関節区域の個別部材を簡単に交換できる構造のものに
構成し、それによって、種々の進行した病状に適合できるようにすることである。
この課題は、請求項１の特徴部に記載の特徴により解決された。
本発明の認識によれば、実物の関節球を保存するためには、モジュール式人工補装具の場
合、選択的に使用可能な補助頭部部材が好適である。この頭部部材は、関節球の頸部方向
に骨用ねじを備えており、この骨用ねじは、分離された実物の関節球内へねじ込み可能で
ある。これにより、関節を、実際の関節の部分である関節球／関節窩と共に、場合によっ
ては、なお比較的長期にわたって保存することができる。頭部部材は、この場合、後にな
って、必要とあれば、患者の骨の実質にほとんど負担を与えず、かつまた人工補装具の座
着をゆるめることなく、僅かの手間で交換できる。
本発明の措置によって、前述の人工補装具は、先ず、大腿区域の骨折時にしばしば用いら
れる類の従来形式の大腿ねじ（ Hueftschraube）の代わりに使用できる。これにより、後
日行われる再手術が、次の場合には簡単化される。すなわち、モジュール式人工股関節軸
部の頭部部材のみを、人工関節球を有する頭部部材と交換して、完全人工補装にする場合
である。
本発明によるモジュール式股関節軸部は、関節接続部材と軸部部材として構成された個別
部材を有し、これら個別部材は、有利には、それらの近位または遠位の端部を継ぎ合わせ
ることで、相互結合されている。関節接続部材は、人工軸部と股関節とを確実に結合する
ために役立つ。
人工補装具をモジュール式に構成することによって、モジュール式股関節軸部を個別の解
剖学的条件に適合させる場合に、関節接続部材の位置を特別に力を用いずに変更し、変更
後、簡単に改めて確実に固定することができる。
実物の関節骨頭を保存しながら、インプラント過程中に、本発明による措置により患者の
特殊な解剖学的条件に合わせるため、有利には、関節接続部材の位置を修正する（例えば
、頸部方向へ比較的僅かだけ軸線方向にずらす）ことが可能である。
また有利には、本発明による人工補装具の場合、モジュール式の個別部材相互の結合を、
インプラント期間を過ぎた後に、医学的観点から、例えば交換または関節接続部材の新た
な調整のために、必要とあれば、再手術により僅かの手間で外すことができる。これに対
し、従来式の結合部の場合には、堅く固着していることが多く、この結果、取外しを要す
る場合、患者にとって不都合なことに、大腿骨の損傷または少なくとも端部の、望ましく
ないゆるみが避けられない。
本発明の有利な実施例によれば、関節接続部材は、軸部部材の近位端部のところに、軸部
部材の縦軸線に対して傾斜配置された貫通路内へ挿入可能な部材として、かつまた貫通路
内で種々の位置に、固定手段によって固定可能に構成されている。このように、軸部のモ
ジュール式構成によって、付加的な変更が可能であることにより、頸部区域においても、
患者個々人の所与の状況に併せて微調整することが可能である。
前記固定手段は、軸部内へ挿入された関節接続部材区分の横断面の半径方向拡張をロック
のための拡開手段として可能にし、したがって特別の力を用いることなしに操作可能であ
るように構成されている。
本発明の別の有利な構成によれば、貫通路として、円筒形の孔が、設けられている。この
貫通路内へ挿入される関節接続部材の軸部区域は、縦軸線方向にスリットを有するスリー
ブ形状を有している。この結果、円錐形ねじボルトをねじ込むことによって、スリーブの
拡開が達せられ、それによって、軸部と関節接続部材との確実な形状接続式かつ摩擦接続
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式の結合が実現する。
拡開度を縮小することによって、軸部と関節接続部材との結合を容易にゆるめることがで
き、関節接続部材の交換や位置修正が可能になる。このことによって、人工関節を、個々
の患者固有の解剖学的条件に適合させる措置が、確実に簡単化される。後々に、固定手段
の交換が必要となった場合には、大腿骨内に存在する人工股関節軸部の軸部部材に対し、
特別な機械負荷を与えることなしに交換が可能である。機械負荷がかかれば、最悪の場合
、軸部部材の不可逆的なゆるみが生じることがある。
本発明の有利な一実施例によれば、関節接続部材が、骨用ねじとして構成されている。こ
の骨用ねじは、大腿が損傷したが、生体の関節球が保存する価値がある場合に、用いられ
る。
生体の関節球の損傷が更に進行している場合には、本発明の別の構成によれば、骨用ねじ
の代わりに、ピンを備えた球形頭部が、関節接続部材として利用される。その場合、ピン
の自由端部は、スリットを備えたスリーブとして構成されている。この球形頭部は、骨用
ねじの交換時に、存在する股関節臼内へ挿入されるが、この交換は、既にインプラントさ
れた軸部部材の機械負荷が極めて僅かであるため、軸部部材の座着がゆるむ危険はない。
本発明の更に別の構成によれば、軸部は、人工関節球を保持する頭部部材と軸部部材とに
分離可能であり、その場合、双方の部材は、円錐形差込み結合部を介して継ぎ合わされる
。
相応の円錐形差込み結合部は、モジュール式に組み合わされた軸部の個別部材にも適用さ
れる。その場合、軸部は、縦方向にタイバーまたはねじ結合部を介して固定またははめ込
み（ gesetzt）できる。タイバーは、頭部部材内の付加的な軸線方向通路内を貫通案内さ
れ、同じ軸線上に位置する、軸部端部分内のねじ孔区間内へ、ねじ込み可能である。
既にインプラント済みの人工補装具を、患者の解剖学的条件の変化に適応させる措置を更
に簡単化するために、関節接続部材を保持する頭部部材を、大腿骨内の軸部部材から分離
し、しかも軸部部材が、インプラントのしっかりした座着を損なう付加的機械負荷を受け
ることがないようにするため、本発明の別の有利な構成によれば、モジュール式人工股関
節の頭部部材内の円筒形の軸線方向通路をねじ孔として構成する。このねじ孔の直径は軸
部部材内の、タイバーを受容するねじ孔の直径より大きい。
双方のねじ孔の直径比を 1.5～ 2.5とすることによって、軸部部材の円錐台形の近位端部上
で、円錐台形部の頂面のほぼ円環形の部分が、ねじボルト用の対応受けとして利用できる
。このねじボルトは、タイバーを除去した後、頭部部材内へねじ込み可能である。頭部部
材内へねじ込まれたねじボルトは、対応受けに当付けられるが、更にねじ込み運動を行う
と、軸線方向押圧力を生じ、この押圧力によって、頭部部材と軸部部材との間の（タイバ
ーなしでも）固い円錐形差込み結合部がゆるめられ、それによって、頭部部材を、交換目
的で取外したり、軸部部材近位端部の円錐台形ピン上で、軸部部材に対して旋回させるこ
とができる。
本発明の別の構成によれば、ねじボルト用のねじ山は、モジュール式人工関節の頭部部材
内に設けられている円筒形通路の全長にわたって延びている。人工股関節軸部の頭部部材
内のこのねじ孔と、軸部部材近位端部のねじ山区間とのいずれにも、メートルねじ山が設
けられている。その場合、頭部部材内のねじ孔のねじ山は、軸部部材近位端部のねじ山よ
り、ピッチが小さい。これによって、固い円錐形差込み結合部をゆるめるために要する押
圧力を、より容易にねじボルトによって得ることができる。
本発明の別の構成によれば、軸部部材内のねじ孔区間の近位端部は、凹部を有している。
この凹部は、有利には、ねじ孔区間縦軸線に対して対称的に形成された面取り部として構
成されている。この構成によって、円錐形差込み結合部をゆるめるために用いられ、自由
端が同じく等しい角度で面取りされたねじボルトは、軸部部材近位端部に当付けられた場
合に、その区域のねじ孔のねじ山と作用接触しない利点が得られる。また、それによって
、頭部部材と軸部部材との間の円錐形差込み結合部をゆるめるのに要する押圧力を発生さ
せるさい、はじめの複数ねじ山の変形が防止される。ねじ山が変形すれば、頭部部材の適
合後または交換後に、軸部部材近位端部内へタイバーを再度ねじ付けることが不可能とな
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ろう。
本発明の別の有利な構成は、請求項２以下の各項に記載されているか、もしくは、以下で
、図面につき行う本発明の有利な構成の詳しい説明から明らかになろう。
図１は、本発明の有利な一実施例の部分断面図である。
図２は、図１に示した関節接続部材の略示側面図で、部分的に縦断面を示した図である。
図３は、図１の関節接続部材の別の有利な構成を示した側面図で、部分的に縦断面を示し
た図である。
図４は、図１の細部Ｅの拡大図である。
図１に示したモジュール式人工関節１は、軸部部材２と頭部部材３とからなっている。こ
れらの部材は、それぞれ縦方向にプロファイリングを有している。頭部部材３は、骨用ね
じとして構成された関節接続部材 3.1を保持し、この関節接続部材を介して人工関節１と
股関節とが結合される。関節接続部材 3.1と人工関節１との縦軸線は、約 135゜の角度をな
している。頭部部材３と関節接続部材 3.1との結合は、形状接続式、摩擦接続式いずれに
よっても行われる。
人工関節１の個別部材 2,3は、円錐形差込み結合部 10を介して同じ軸線上に位置し、互い
に旋回可能に結合されている。この結合部の軸線方向のゆるみを防止するために、タイバ
ー（図示せず）が用いられる。このタイバーは、頭部部材３の、ねじ孔として構成された
通路５ないを貫通案内され、軸部部材２内の孔４の、ねじ孔区間６として構成された近位
区間内へねじ込まれる。タイバーは、タイバーの近位端部が凹部７に支えられるところま
でねじ込まれ、その場合、人工関節１の個別部材 2,3は、円錐形差込み結合部 10が所望の
固い結合度に達するまで、軸線方向に互いの方向へ移動する。
関節接続部材 3.1と共に頭部部材３の位置を、軸部部材２に対して旋回によって変更する
ためには、または頭部部材３を交換するためには、円錐形差込み結合部 10を改めてゆるめ
る必要がある。タイバー（図示せず）をゆるめて、ねじ外した後、ねじボルト（同じく図
示せず）を頭部部材３のねじ孔５内へねじ込む。頭部部材３のねじ孔５の直径 D1は、軸部
部材２のねじ孔区間６の近位区間直径 D2より大きいので、ねじボルトは、軸部部材２の、
円錐台として構成された近位端部の頂面８上の、直径差 D1－ D2によって規定される平方積
を有する円環部に当付けられ、それにより、軸線方向の押圧力を発生させることが可能と
なる。この押圧力により、タイバーの作用による極めて固い円錐形差込み結合部 10がゆる
められ、人工関節１を患者の身体条件の変化に、容易に適応させることができる。
これと関連して、円錐形差込み結合部をゆるめるのに要する押圧力を発生させる手段を扱
い易くする上で、好都合と判明したのは、孔 4,5の直径比を 1.5～ 2.5とし、孔５の全長に
わたってねじ山を設けることである。ねじ山は、メートルねじ山を用い、その場合、頭部
部材３内のねじ孔５のねじ山が、軸部部材２の孔４の近位ねじ孔区間６のねじ山より、小
さいピッチを有するようにする。
図２および図３には、関節接続部材 3.1,3.2が部分断面図で示してある。関節接続部材、
すなわち骨用ねじ 3.1の、ねじ山 18と反対側のスリーブ状端部と、球形頭部 17を有する関
節接続部材 3.2の中空ピンとは、いずれもスリット 13を有している。スリット 13の壁部は
、拡径されるように、ボルト（図示せず）により拡開可能である。ボルトは、ねじ孔 15内
へねじ込まれ、円錐形凹部 14の壁部に当付けられる。拡径によって、頭部部材３内での関
節接続部材の不動の座着が保証される。関節接続部材 3.1,3.2の縦軸線 12.1,12.2に対して
傾斜配置された孔 16によって、モジュール式構成の人工関節１と個別部材 2,3の結合また
は分離のための、タイバー（図示せず）またはねじボルト（図示せず）の使用が可能にな
る。
図４に拡大して示した図１の細部Ｅは、本発明による別の有利な構成を示したものである
。軸部部材２の近位端部頂面へのねじボルト（図示せず）の作用接触により、その区域の
ねじ孔区間６の損傷の危険を防止するために、ねじ孔区間６の近位端部に、面取り部とし
て構成された凹部 11が設けられている。凹部の側面 12の傾斜は、縦軸線 11に対して 45゜で
あり、ねじボルト（図示せず）のねじ山区間端部の面取り部の傾斜角度に合致している。
これによって、軸部部材２への最適な押圧力導入が可能になり、軸部部材２と頭部部材３
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との間の円錐形差込み結合部 10をゆるめることが、比較的僅かな力で可能になる。ねじ孔
区間６のねじ山が損傷すれば、タイバーによる円錐形差込み結合部の軸線方向固定による
頭部部材の再取付けが不可能になる。
図示されていない別の実施例の場合、人工股関節システムによるモジュール形式が実現さ
れたことにより、種々の個別に寸法付けされた人工補装具形式が得られ、種々の部材寸法
を組合わせることが可能になった。本発明によるねじ孔直径の段階付けは、連続して取付
けられる部材のそれぞれ異なる部材間でも、同様に可能である。これにより、例えば、所
望とあれば、頭部部材と遠位方向に後続する軸部部材との分離だけでなく、軸部部材相互
の分離も可能となる。ゆるめることが可能な結合部を目標に“選択”するには、頭部へ向
かって段階的にねじ山直径が拡径される場合、次のようなボルトを選ぶ必要がある。すな
わち、そのボルトの外ねじ山が、分離を意図する箇所の近位側に位置する軸部部材内の内
ねじ山とかみ合うボルトである。その場合、そのボルトの端部縁が、遠位に隣接する部材
のねじ孔縁に当付けられ、選択された結合部を分離する。
種々の曲度の軸部部材を有するモジュール式システムの場合、種々の相対的な角位置決め
によって、軸部部材を個別的に形成でき、しかも、前記の意味でのゆるめやすさが、何ら
かの制限を受けることはない。
本発明の構成は、以上に述べた有利な実施例に限定されるものではない。むしろ、既述の
解決策を、基本的に別の形式で利用する多くの変化形を考えることができる。
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【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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